















































九重台職位の公選律 (Lu~t cong cu 










































の成文は‘LaRevue Caodaiste' (むの1931年 1月
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Th~p-Thât Dja-Cau) (19) と十殿熔宮











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































られ，聖位 (Thanh吋)から人位 (Nho'n吋) って教えを実現する人であり，各聖なる者のリ
ハシ・タイン
に降ちた時には聖者 (hangThanh) <<classe ーダーたる人である。また上生は世の済度に関
des Epures )[15]に入れられ，禽獣から物質に降 わって各真なる魂を教えの門に入るよう導くの
ハン・フアム・トウグ
った時には凡俗な輩 (hangpham tl，1C) <<classe であって，原因としてであろうと結果としてで









れているにもかかわらず，聖 徳 (Thanh- 生活を体視しており，凡俗の品階のリーダーた
D白c) を完全に保持して修行すれば，完全無欠 る人である。善きかなI2010 デイア・テイU
の地位にまで到達することができ，完全無欠の 九重台にあっては，頭師は地 仙 (Dja-
トウ・タイ ニヨン・テイエシ
地位に上って初めて，慈悲・自在 (tザーt~i) ・不消 Tien)の品階に対応し，掌法は〈 仙(Nhぴn-
T -1~ン・ァ，






























































































































tgi)である。 (Cyc1ede Creation c'est-a-dire 
チ ;2.y.!I'!'J須，




(Ngudn h1-di~t) である。 (Cycle de progr恒 ou



























































2. DOng-Tan: qCH SU' CAO-Dλ1 Ð~I-Ð~O 
TAM-KY PHO司DQ，Quy~n Hai Phan Pho.Dg 
- 27ー (162)
『法正伝注解』訳考[lJ
1926-1937， Gia Djnh， 1972 p. 186. 
3. D号iD'!o Tam-KY PhO-D9 T凸aThanh Tay 
Ninh : THANH-NGdN HL~P-TUY主N， Quyen 









DAI GIAO-Ð~O NAM-PHU'O'NG) 
. 1927年1月16日 於タイ・ニン (Tay-Ninh)I太
白J(THAI-B~CH). 
. 1926年11月20日 於慈林寺 (Tな四Lam.Tl_')I玉
皐上帝がカオダイの南方への教道を記す」
4. LA REVUE CAODAISTE， 26 Annee， No 7 
(Janvier 1931)， pp 9-12， ibid No 8 (F己vrier






6. D平i-D号oTam.KY PhO-D9 Toa-Thanh Tay-
Ninh， TAN-LUAT PHAP-CHANH TRUY立N，
DU'c H9 Phap Chu'占ng-Quan Hi~p-Thi~n-Ðài 
Chu-Giai Phap-Chanh-Truyen， Tai Ban Nam 





1985とする)1985 pp. 88， 89， 107注目参照。
8. 拙稿 1985pp 102-103参照。
9. Dong Tan， op. cit.， p.186. 
10. T.N.H.T op. cit.， p.98. 




12. Tran van R号ng: Ð~I-Ð~O SU CUONG， 
Quyen 1， 1970， Tay Ninh， pp. 63-66.なお1926
年11月20日に『法正伝』を成立させよとのお告げ
があったとの記載が p.63にあるが， T.N.H.T. 
op. ci仁， p. 62の「霊言」にはそれに関する部分
がなく， 1法正伝』の大綱のみが啓示されている。
それゆえ， Trang vぬ R平ngの伝える経緯は，
注解の成立経緯とあわせて貴重であると思われる。



































21. 拙稿 1986p. 69 1新律』道法第一条参照。













23. 拙稿 1986p. 69 Ii新律』道法第二条並び
に T.N.H.T.op. cit.， p.62 1926年11月20日の
お告げを，さらに， Kinh THI企N-Ð~OvàTH企.
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30. Tntdng van Trang: GIAO・L寸， 1970， Tda-
Thanh Tay Ninh， pp. 46-49. 
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33-38. 拙稿 1986pp. 68-9 Ii新律』道法第三条
参照， cf. T.N.H.T. op. cit.， p.63. 
39. 拙稿 1986p. 68 Ii新律』道法第四条参照。
cf. T.N.H.T. op. cit.， p. 63. 
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